
ャクヤク 

薬用部位：根 

主要成分：ペオニフロリン 

薬効：鎮痛、鎮痙 

花言葉：恥じらい 

今回は黄連解毒湯の構成生薬の原植物です！ 

クチナシ 
     アカネ科 

キクバオウレン 
キンポウゲ科       

コガネバナ 
シソ科 

生薬名：黄連（オウレン） 

薬用部位： 根茎 
主要成分：ベルベリン 

薬効：苦味健胃、整腸 

花言葉：変身 
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『黄』と付く生薬が 

３つも含まれている事
が分かります。 
とてもややこしいですね・・・ 
 

今回紹介した 
『黄』と付く生薬の 
国家試験過去問も 
一緒に紹介します。 

90回、問36から 正誤問題 
 

ａ オウレンはキンポウゲ科植物オウレンの樹皮
を用いる生薬で、タンニンを含有する。 

 95回、問36   答，ウ オウゴン 
 

 92回、問38   答，ｆ オウバク 
 

 90回、問36   答， 誤 

オウレンはキンポウゲ科植物オウレンの 

根茎を用いる生薬で、ベルベリンを含有する。 
 

梅雨空の下、あまりすっきりしない日が続いておりますが、 
みなさんいかがお過ごしですか。 

写真で見ると、黄連、黄柏、黄芩は簡単に区別がつきますね。 
漢方の勉強に行き詰ったら、ぜひ薬草園へ！！ 

生薬名：黄柏(オウバク) 

薬用部位： 樹皮 
主要成分：ベルベリン 

薬効： 苦味健胃、止瀉 

 

生薬名：山梔子（サンシシ） 

薬用部位： 果実 
主要成分：ゲニポシド 

薬効： 消炎、排膿 

花言葉：幸福者 清潔  優雅 

 

 

生薬名：黄芩（オウゴン） 

薬用部位： 根 
主要成分：バイカリン 

薬効： 消炎、解熱 

  

95回、問36から 選択問題 

 
ｄ シソ科植物コガネバナの根由来の生薬である。 

 
ア センナ  イ タイソウ  ウ オウゴン   
エ チモ    オ シナカ   カ ケツメイシ   
キ バクモンドウ  ク ゴシュユ 

国家試験過去問 

92回、問38から 選択問題 
 

ア 原植物はミカン科で、周皮を除いた樹皮が 

薬用とされ、ベルベリンを主要成分とする。 

 

ａ オウレン ｂ ボタンピ ｃ キョウニン 

ｄ センブリ ｅ シャクヤク ｆ オウバク  

ｇ リュウタン ｈ エイジツ 

答 


